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社会医療法人 寿栄会

ありまこうげんホスピタル
●お車の場合
★六甲北有料道路、又は中国自動車道からお越しの場合は…
・信号「神戸三田インター北」を北（直進）→0.6km →信号「池尻」を西（左折）
　1.8kmです。
・信号「神戸三田インター北」を西（左折）→0.6km →信号「人形渡橋南」を
　西（右折）→1.3kmを（右折）0.5kmです。
●電車の場合
ＪＲ・神戸電鉄をご利用の方は『三田駅』
下車、無料送迎バスをご利用下さい。

ありまこうげんホスピタルありまこうげんホスピタル

青い空の郷青い空の郷

● 広報誌発行担当 ● 法人本部　　次回発行は令和6年4月を予定しております　 

 

１. 患者さまの尊厳を守り、患者さま中心の医療を提供する
２. 安全安心とともに患者さまの生活の質にも配慮した環境を提供する
３. 高い知識と技術を習得し、自己実現を推進する
４. 多職種の連携を深め、できる限り患者さまの自立を支援する
５.ありまこうげんグループ全事業とともに地域に貢献する
６. 患者さま、ご家族さまからのご意見を尊重し、守秘義務を守り、人権に配慮した医療を提供する

１. 患者さまの尊厳を守り、患者さま中心の医療を提供する
２. 安全安心とともに患者さまの生活の質にも配慮した環境を提供する
３. 高い知識と技術を習得し、自己実現を推進する
４. 多職種の連携を深め、できる限り患者さまの自立を支援する
５.ありまこうげんグループ全事業とともに地域に貢献する
６. 患者さま、ご家族さまからのご意見を尊重し、守秘義務を守り、人権に配慮した医療を提供する
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年
の
ご
挨
拶

「
2
0
2
4
年
、新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。」
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こ
れ
か
ら
の
新
し
い
精
神
科
医
療
と
高

齢
者
医
療
の
未
来
展
望
を
明
確
に
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
働
く
環
境
、
学
ぶ
環
境
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
、
そ
し
て
楽
し
む
環
境

を
少
し
で
も
多
く
取
り
入
れ
、
皆
さ
ま

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
施
設
、
事
業
活
動

と
な
る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
質
」
で
す
。

常
に
医
療
介
護
ケ
ア
の
本
質
が
厳
し
く

問
わ
れ
る
時
代
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
、
基
本
に
忠
実
に
「
品
質
」

と
い
う
も
の
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
前
提
は
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。「
褒
め
る
こ
と
・

感
謝
す
る
こ
と
・
ね
ぎ
ら
う
こ
と
」
を

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
率
先
し

て
行
い
、
傾
聴
と
対
話
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
を
今
年
の
抱
負
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
病
院
・
老
健
・
特
養
等
、
当
グ
ル
ー

プ
が
目
指
す
「
利
用
者
さ
ま
と
共
に
歩

み
、
仲
間
と
共
に
解
決
し
、
地
域
と
共

に
生
き
る
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
今

年
も
一
年
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
今
年
も

無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
頃
の
ご
厚
情
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年

一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
近
年
特

養
「
さ
く
ら
ガ
ー
デ
ン
」
や
あ
り
ま
こ

う
げ
ん
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
建
設
が
行
わ
れ
、

現
在
も
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
病
院
新
棟
「
A-
ｗ
i
n
g
棟
」、

外
来
N
棟
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
各
施

設
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
長
期
間
、

工
事
中
の
騒
音
や
大
型
車
両
の
往
来
に

大
変
ご
迷
惑
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お

り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
療
養

環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
と
も
な
い
、

引
き
続
き
解
体
工
事
や
外
構
工
事
が
続

き
ま
す
こ
と
、
何
卒
ご
了
承
の
ほ
ど
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
度
に
向
け
て
「
あ
り
ま

こ
う
げ
ん
グ
ル
ー
プ
き
ら
き
ら
構
想

2
0
3
0
」
で
の
新
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
立
案
し
、「
食
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」「
認
知
症
高
齢
者
施
設
」
の
新
た

な
整
備
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、「
あ
り
ま
こ
う
げ
ん
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

に
御
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を 

申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
病
院
新
棟
「
Ａ-

w
i
n
g
棟
」

と
外
来
Ｎ
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
れ
ま
で
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
新
し
い
温
和
な
内
装

は
、
多
く
の
患
者
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
は
旧
A
棟
の
一

部
が
取
り
壊
さ
れ
、
地
域
の
方
々
に
よ
り

そ
っ
た
環
境
整
備
を
行
う
予
定
も
あ
り
、
今

後
の
取
り
組
み
を
お
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
全
て
の
方
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
信

頼
安
心
さ
れ
る
病
院
作
り
を
目
指
し
、「
24

時
間
3
6
5
日
の
精
神
科
急
患
対
応
」
に

重
き
を
置
く
一
方
で
、
身
体
合
併
症
の
治
療

に
も
力
を
注
ぎ
、
地
域
の
病
院
や
診
療
所
な

ど
と
連
携
し
て
、
患
者
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た

場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
御
指
導
、

御
教
鞭
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

患者さまの権利患者さまの権利

１．人格を尊重される権利
２．良質で安全な医療を平等に受ける権利
３．情報を知る権利
４．自己決定の権利
５．個人情報の秘密が守られる権利
６．入院患者さまの通信・面会を自由に行える権利
７．入院患者さまの退院請求を行う権利及び処遇の
　　改善を求める権利

当院職員は、患者さまには以下の権利があることを十分
に認識し、これらの権利を最大限に尊重して、日常の診
療活動を行います。

 

家
族
教
室『
さ
く
ら
ん
ぼ
会
』を
再
開
し
ま
し
た
！

 

ス
タ
ッ
フ
の
異
動
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、約
4
年
間
開
催
で
き
て
い
な

か
っ
た
家
族
教
室『
さ
く
ら
ん
ぼ
会
』を

昨
年
3
月
よ
り
再
開
し
て
い
ま
す
。内

容
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
、社
会
資
源
の

勉
強
会
、茶
話
会
等
を
ユ
ー
モ
ア（
↑
大

事
！
）を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　さ
く
ら
ん
ぼ
会
に
参
加
さ
れ
た
ご
家

族
か
ら
は
「
他
の
家
族
と
悩
み
事
を
共

有
で
き
て
ホ
ッ
と
し
た
」「
も
っ
と
他
の

家
族
や
ス
タ
ッ
フ
と
話
を
し
た
い
」
等

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
お
り
、ご
本
人

だ
け
で
な
く
ご
家
族
の
方
も
悩
み
や
不

安
を
吐
き
出
せ
る
場
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、ひ
い
て
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
に

お
け
る
家
族
支
援
の
重
要
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。今
年
か
ら
は
家
族
面
談

も
実
施
し
て
さ
ら
に
家
族
支
援
に
注
力

し
、「『
桜
の
咲
く
丘
』に
通
い
始
め
た

こ
と
で
家
族
も
元
気
に
な
れ
た
」
と
い

う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　デ
イ
ケ
ア
の
見
学
も
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
☆

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
本年もありまこうげんホスピタルをよろしくお願
いいたします。
昨年10月に整備された外来Ｎ棟待合スペースに設
置された本棚。手に取りたくなるような書籍のほか
に、ミニグリーンや季節の小物なども飾り、訪れた
皆さまに和やかなひと時を過ごしていただけるよ
う工夫しています。医療空間の中にアートを取り入

れ施設内を心地よい空間
にすることで、患者さまの
精神的ケアにつながれば
と今後はホスピタルアート
にも取り組んでいく予定で
す。どうぞお楽しみに！

編 集 後 記

月

精神科

歯科 ―― ― ―

内科 ― ― ― ―

火 水 木 金 土

※医師の都合により、変更となる場合がございますので、予めご了承下さい。
※歯科診療は、入院または通院されている患者さまを対象とさせていただいております。

診療時間：9時30分～12時30分（受付時間：9時00分～12時00分）

外来担当医表

山田 山田
酒谷

南南

大内
高橋史

福田
西野

栗山
松井

都井
大澤

木村
金

髙橋宗
山下



 

人材育成グループ　主任　橋本 昌彦

法人本部／人材育成グループ　係長　遠藤 友美賀

第9回学術交流会を開催しました

冷えを予防することで免疫力アップ！！

「華道教室」を開催しました。

ポップアップカフェイベントを実施しました

　昨年度に引き続き、第9回学術交流会を2023年12
月3日（日）に開催いたしました。
　午前の部「特別記念講演」では、『精神疾患と身体疾
患を合併した患者へのシームレスなケアに向けた、精
神科病院と身体科病院の看護師間の連携』と題し、千
葉理恵先生（京都大学大学院 医学研究科 人間健康科
学系専攻 先端中核看護科学講座 精神看護学分野 教
授）にご講演を賜りました。
　午後の部として開催された学術発表では、今後の医
療・介護・福祉のあり方に関するさまざまな研究内容に
ついて10名の職員が発表、看護部 AW2病棟 看護師
の加藤勇人さんが最優秀賞に、そしてリハビリテーショ
ン部 作業療法科 作業療法士の大西祐美さん、看護部 
AW３病棟 看護師の平井治さん、介護老人保健施設 リ
ハビリテーション科 作業療法士の若生拓也さんが審査
員特別賞に輝きました。
　職員の専門的知識の向
上、情報共有、そして切磋琢
磨の場として非常に有意義
な一日となりました。

　10月1日は「コーヒーの日」。当法人でも何か特別なイベント
ができればと、いつも頑張ってくれている職員の皆さんのため
にポップアップカフェを企画しました。
　神戸で日本の喫茶文化を大切に伝え続けている「上島珈琲店」
にケータリング・サービスを依頼。10月25日（水）、職員専用カフェ

ラウンジにて開催しました。ラウンジ備え付けのベンダーマシンのコーヒーも好評
ですが、目の前で焙煎し、淹れてもらえるコーヒーはやはり格別。ソフトドリンク類も
豊富で、職員の皆さんからは「フロアに着いた途端、コーヒーの良い香りがした。」
「いつもより長い時間カフェが開いていて嬉しい。」「ミックスジュース最高！元気が
出た。」等の声もいただき、特別なカフェを味わっていただけたようです。
　これからも、職員の皆さんに楽しんでもらえるようなイベントを企画していけたら
と考えております。アイディアやご意見、どしどしお寄せください。

テーマ：よりそう～結ぶ・繋ぐ・こころとココロ～ 人材育成グループ　主任　橋本 昌彦

精神医学講座開催報告

　ありまこうげんホスピタルは「全ての優先は患者さま
に」をモットーに、患者さまご本人とご家族に親身に寄
り添い、きめ細かな医療サービスの提供を行うことを
目的に、年間通じて様々な職員研修を実施しています。
2023年冬は、下記精神医学講座を開催しました。

『潔癖症は強迫なのか ～強迫症の現在とこれからを含めて～』
2023年11月16日（木）
松永　寿人 先生　兵庫医科大学 精神科神経科学講座 主任教授

『認知症から地域における老年期精神医療を考える』
2023年12月7日（木）
池田　学 先生　大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室 教授

今後も、医療サービスの質向上に貢献できればと存じます。

鶏ひき肉と生姜のそぼろ丼

 

【　材　料　】
● とりひき肉（むね肉）
● しょうが（おろし）
● 塩
● もやし
● 細ねぎ
● ごはん
● ごま油

……300g
……大さじ1

……………………小さじ1
……………………1袋
……………………5本
……………………2杯
………………小さじ1

作り方

①鶏ひき肉300gに、生姜のすりお
ろし大さじ1と塩小さじ1を加え、
よく混ぜる。
②フライパンにごま油小さじ1を
入れ①の鶏肉をほぐしながら炒
める。
③細ねぎは小口切りにする。
④炒めた肉の色が変わったら、洗っ
たもやし1袋を加えて3分ほど炒
める。
⑤仕上げに細ねぎを加え混ぜる。
⑥ご飯に乗せる。

寒い季節になり、冷え性に悩む方も
いるのではないでしょうか?
「冷えは万病のもと」と言いますが寒さで血流が悪くなることで「冷え」は起こります。
血流が悪くなると、体温が下がることで代謝や免疫をつかさどる酵素の働きが鈍くなり、結果と
して免疫力が下がります。体を温める効果があるものを食べて免疫力をアップし、元気に冬を乗
り越えましょう！

生姜には体を
温める効果が
ある成分が入
っています！

地域交流センター　センター長　岩井 清司

地域活動報告

　11月17日（金）17時30分から１時間半、「ふれあいの里おくっ
ちょ」において「日本の伝統文化に触れる教室」第４弾「華道教
室」を開催しました。華道教室の開催は、本年度で４年目にな
ります。初めての方４名、男性２名を含めて北神・三田地域から14名の受講者が集まり、会場はいっぱいに
なりました。華道教室の人気ぶりが窺えます。
　教室の進め方としては、まず講師先生がお手本となる生け花を制作されるとともに、具体的なやり方、手
順全体を説明されました。そのあと各受講者が個別に制作に入り、講師先生が巡回して個別指導に当たる、

という流れでした。
　講師先生のやさしく且つ、わかりやす
い指導もあり、和気あいあいとした雰囲
気の中、受講者は一生懸命制作に取り組
みました。
　その結果出来栄えの良い作品が多数生
まれ、受講者の皆さまの満足度は高まり、
有意義なひとときとなりました。
　制作完了後は、多くの受講者が自宅で
再現するときの参考にするため作品をカメ
ラに収めていました。



 

人材育成グループ　主任　橋本 昌彦

法人本部／人材育成グループ　係長　遠藤 友美賀

第9回学術交流会を開催しました

冷えを予防することで免疫力アップ！！

「華道教室」を開催しました。

ポップアップカフェイベントを実施しました

　昨年度に引き続き、第9回学術交流会を2023年12
月3日（日）に開催いたしました。
　午前の部「特別記念講演」では、『精神疾患と身体疾
患を合併した患者へのシームレスなケアに向けた、精
神科病院と身体科病院の看護師間の連携』と題し、千
葉理恵先生（京都大学大学院 医学研究科 人間健康科
学系専攻 先端中核看護科学講座 精神看護学分野 教
授）にご講演を賜りました。
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な一日となりました。

　10月1日は「コーヒーの日」。当法人でも何か特別なイベント
ができればと、いつも頑張ってくれている職員の皆さんのため
にポップアップカフェを企画しました。
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ラウンジにて開催しました。ラウンジ備え付けのベンダーマシンのコーヒーも好評
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テーマ：よりそう～結ぶ・繋ぐ・こころとココロ～ 人材育成グループ　主任　橋本 昌彦

精神医学講座開催報告
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『認知症から地域における老年期精神医療を考える』
2023年12月7日（木）
池田　学 先生　大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室 教授

今後も、医療サービスの質向上に貢献できればと存じます。

鶏ひき肉と生姜のそぼろ丼

 

【　材　料　】
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● しょうが（おろし）
● 塩
● もやし
● 細ねぎ
● ごはん
● ごま油

……300g
……大さじ1

……………………小さじ1
……………………1袋
……………………5本
……………………2杯
………………小さじ1

作り方
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⑥ご飯に乗せる。
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り越えましょう！

生姜には体を
温める効果が
ある成分が入
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地域交流センター　センター長　岩井 清司

地域活動報告
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ちょ」において「日本の伝統文化に触れる教室」第４弾「華道教
室」を開催しました。華道教室の開催は、本年度で４年目にな
ります。初めての方４名、男性２名を含めて北神・三田地域から14名の受講者が集まり、会場はいっぱいに
なりました。華道教室の人気ぶりが窺えます。
　教室の進め方としては、まず講師先生がお手本となる生け花を制作されるとともに、具体的なやり方、手
順全体を説明されました。そのあと各受講者が個別に制作に入り、講師先生が巡回して個別指導に当たる、

という流れでした。
　講師先生のやさしく且つ、わかりやす
い指導もあり、和気あいあいとした雰囲
気の中、受講者は一生懸命制作に取り組
みました。
　その結果出来栄えの良い作品が多数生
まれ、受講者の皆さまの満足度は高まり、
有意義なひとときとなりました。
　制作完了後は、多くの受講者が自宅で
再現するときの参考にするため作品をカメ
ラに収めていました。



〒651-1512  神戸市北区長尾町上津 4663-3
TEL:078-986-1115 / FAX:078-986-1850
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社会医療法人 寿栄会

ありまこうげんホスピタル
●お車の場合
★六甲北有料道路、又は中国自動車道からお越しの場合は…
・信号「神戸三田インター北」を北（直進）→0.6km →信号「池尻」を西（左折）
　1.8kmです。
・信号「神戸三田インター北」を西（左折）→0.6km →信号「人形渡橋南」を
　西（右折）→1.3kmを（右折）0.5kmです。
●電車の場合
ＪＲ・神戸電鉄をご利用の方は『三田駅』
下車、無料送迎バスをご利用下さい。

ありまこうげんホスピタルありまこうげんホスピタル

青い空の郷青い空の郷

● 広報誌発行担当 ● 法人本部　　次回発行は令和6年4月を予定しております　 

 

１. 患者さまの尊厳を守り、患者さま中心の医療を提供する
２. 安全安心とともに患者さまの生活の質にも配慮した環境を提供する
３. 高い知識と技術を習得し、自己実現を推進する
４. 多職種の連携を深め、できる限り患者さまの自立を支援する
５.ありまこうげんグループ全事業とともに地域に貢献する
６. 患者さま、ご家族さまからのご意見を尊重し、守秘義務を守り、人権に配慮した医療を提供する

１. 患者さまの尊厳を守り、患者さま中心の医療を提供する
２. 安全安心とともに患者さまの生活の質にも配慮した環境を提供する
３. 高い知識と技術を習得し、自己実現を推進する
４. 多職種の連携を深め、できる限り患者さまの自立を支援する
５.ありまこうげんグループ全事業とともに地域に貢献する
６. 患者さま、ご家族さまからのご意見を尊重し、守秘義務を守り、人権に配慮した医療を提供する
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迎
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し
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こ
れ
か
ら
の
新
し
い
精
神
科
医
療
と
高

齢
者
医
療
の
未
来
展
望
を
明
確
に
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
働
く
環
境
、
学
ぶ
環
境
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
、
そ
し
て
楽
し
む
環
境

を
少
し
で
も
多
く
取
り
入
れ
、
皆
さ
ま

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
施
設
、
事
業
活
動

と
な
る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
質
」
で
す
。

常
に
医
療
介
護
ケ
ア
の
本
質
が
厳
し
く

問
わ
れ
る
時
代
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
、
基
本
に
忠
実
に
「
品
質
」

と
い
う
も
の
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
前
提
は
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。「
褒
め
る
こ
と
・

感
謝
す
る
こ
と
・
ね
ぎ
ら
う
こ
と
」
を

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
率
先
し

て
行
い
、
傾
聴
と
対
話
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
を
今
年
の
抱
負
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
病
院
・
老
健
・
特
養
等
、
当
グ
ル
ー

プ
が
目
指
す
「
利
用
者
さ
ま
と
共
に
歩

み
、
仲
間
と
共
に
解
決
し
、
地
域
と
共

に
生
き
る
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
今

年
も
一
年
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
今
年
も

無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
頃
の
ご
厚
情
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年

一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
近
年
特

養
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さ
く
ら
ガ
ー
デ
ン
」
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あ
り
ま
こ

う
げ
ん
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
建
設
が
行
わ
れ
、

現
在
も
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
病
院
新
棟
「
A-

ｗ
i
n
g
棟
」、

外
来
N
棟
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
各
施

設
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
長
期
間
、

工
事
中
の
騒
音
や
大
型
車
両
の
往
来
に

大
変
ご
迷
惑
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お

り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
療
養

環
境
改
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取
り
組
み
に
と
も
な
い
、

引
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続
き
解
体
工
事
や
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構
工
事
が
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ま
す
こ
と
、
何
卒
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お

願
い
い
た
し
ま
す
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2
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4
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て
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ま

こ
う
げ
ん
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2
0
3
0
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で
の
新
マ
ス
タ
ー
プ
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を
立
案
し
、「
食
」「
リ
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ビ
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テ
ー
シ
ョ

ン
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認
知
症
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齢
者
施
設
」
の
新
た

な
整
備
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、「
あ
り
ま
こ
う
げ
ん
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

に
御
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を 

申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
病
院
新
棟
「
Ａ-

w
i
n
g
棟
」

と
外
来
Ｎ
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
れ
ま
で
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
新
し
い
温
和
な
内
装

は
、
多
く
の
患
者
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
は
旧
A
棟
の
一

部
が
取
り
壊
さ
れ
、
地
域
の
方
々
に
よ
り

そ
っ
た
環
境
整
備
を
行
う
予
定
も
あ
り
、
今

後
の
取
り
組
み
を
お
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
全
て
の
方
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
信

頼
安
心
さ
れ
る
病
院
作
り
を
目
指
し
、「
24

時
間
3
6
5
日
の
精
神
科
急
患
対
応
」
に

重
き
を
置
く
一
方
で
、
身
体
合
併
症
の
治
療

に
も
力
を
注
ぎ
、
地
域
の
病
院
や
診
療
所
な

ど
と
連
携
し
て
、
患
者
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た

場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
御
指
導
、

御
教
鞭
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

患者さまの権利患者さまの権利

１．人格を尊重される権利
２．良質で安全な医療を平等に受ける権利
３．情報を知る権利
４．自己決定の権利
５．個人情報の秘密が守られる権利
６．入院患者さまの通信・面会を自由に行える権利
７．入院患者さまの退院請求を行う権利及び処遇の
　　改善を求める権利

当院職員は、患者さまには以下の権利があることを十分
に認識し、これらの権利を最大限に尊重して、日常の診
療活動を行います。

 

家
族
教
室『
さ
く
ら
ん
ぼ
会
』を
再
開
し
ま
し
た
！

 

ス
タ
ッ
フ
の
異
動
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、約
4
年
間
開
催
で
き
て
い
な

か
っ
た
家
族
教
室『
さ
く
ら
ん
ぼ
会
』を

昨
年
3
月
よ
り
再
開
し
て
い
ま
す
。内

容
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
、社
会
資
源
の

勉
強
会
、茶
話
会
等
を
ユ
ー
モ
ア（
↑
大

事
！
）を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　さ
く
ら
ん
ぼ
会
に
参
加
さ
れ
た
ご
家

族
か
ら
は
「
他
の
家
族
と
悩
み
事
を
共

有
で
き
て
ホ
ッ
と
し
た
」「
も
っ
と
他
の

家
族
や
ス
タ
ッ
フ
と
話
を
し
た
い
」
等

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
お
り
、ご
本
人

だ
け
で
な
く
ご
家
族
の
方
も
悩
み
や
不

安
を
吐
き
出
せ
る
場
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、ひ
い
て
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
に

お
け
る
家
族
支
援
の
重
要
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。今
年
か
ら
は
家
族
面
談

も
実
施
し
て
さ
ら
に
家
族
支
援
に
注
力

し
、「『
桜
の
咲
く
丘
』に
通
い
始
め
た

こ
と
で
家
族
も
元
気
に
な
れ
た
」
と
い

う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

精
進
し
て
い
き
ま
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く
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い
☆

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
本年もありまこうげんホスピタルをよろしくお願
いいたします。
昨年10月に整備された外来Ｎ棟待合スペースに設
置された本棚。手に取りたくなるような書籍のほか
に、ミニグリーンや季節の小物なども飾り、訪れた
皆さまに和やかなひと時を過ごしていただけるよ
う工夫しています。医療空間の中にアートを取り入

れ施設内を心地よい空間
にすることで、患者さまの
精神的ケアにつながれば
と今後はホスピタルアート
にも取り組んでいく予定で
す。どうぞお楽しみに！

編 集 後 記

月

精神科

歯科 ―― ― ―

内科 ― ― ― ―

火 水 木 金 土

※医師の都合により、変更となる場合がございますので、予めご了承下さい。
※歯科診療は、入院または通院されている患者さまを対象とさせていただいております。

診療時間：9時30分～12時30分（受付時間：9時00分～12時00分）

外来担当医表

山田 山田
酒谷

南南

大内
高橋史

福田
西野

栗山
松井

都井
大澤

木村
金

髙橋宗
山下


